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■日
 

７
月　

日　

※
雨
天
の
場
合
は　

２２

（木）

２３

日　

、
８
月　

日　

※
雨
天
の
場
合

（金）

２６

（木）

は　

日　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午

２７

（金）

１０

後
４
時
■場
 

復
原
住
居
（
日
野
中
央
公

園
南
西
角
）
■内
 

①
復
原
住
居
の
公
開

②
火
起
し
器
体
験
③
縄
文
焼
物
作
り

（
土
笛
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
）
７
月

　

日
に
粘
土
細
工
、
８
月　

日
に
焼

２２

２６

成
④
縄
文
編
布
作
り
（
麻
紐
で
小
さ

な
布
を
編
み
ま
す
）
⑤
遺
跡
見
学
会

（
近
隣
の
遺
跡
や
発
掘
現
場
を
見
学
）

※
午
前　

時
か
ら
と
午
後
２
時
か
ら

１０

の
２
回
実
施
■問
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

�
�
�
�
�
�
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稲
生
物
怪
録
絵
巻
は
、
江
戸
時
代

の
備
後
国
三
次（
広
島
県
）に
い
た
稲

生
平
太
郎
と
い
う　

歳
の
少
年
の
体

１６

験
を
絵
巻
に
し
た
も
の
で
す
。
水
木

し
げ
る
も
作
品
に
し
て
い
る
有
名
な

妖
怪
絵
巻
の
全
場
面
を
公
開
し
ま
す
。

■日
 

７
月　

日　

〜
８
月　

日　

※
月

１７

（土）

３１

（火）

曜
日
休
館
。
７
月　

日　

は
開
館
、

１９

（祝）

　

日　

は
休
館

２０

（火）
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■日
 

８
月
７
日　

午
後
１
時　

分
〜
３

（土）

３０

時　

分
■師
 

吉
田
麻
子
氏
（
相
模
女
子

３０
大
学
講
師
）
■定
 

先
着　

人
■申
 

電
話

３０

　

い
ず
れ
も
■問
 

郷
土
資
料
館
（
�　
５９２

・
０
９
８
１
）
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■日
 

７
月　

日　

午
前　

時
〜
午
後
２

３０

（金）

１０

時
※
雨
天
実
施
■場
 

同
セ
ン
タ
ー
（
石

田
）
■他
 

来
場
者
に
記
念
品
を
贈
呈
■問
 

同
セ
ン
タ
ー
（
�　

･
９
７
８
７
）

５８１
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■日
 

■場
 

①
８
月
６
日　

…
戸
吹
清
掃
工

（金）

場
（
八
王
子
市
）
、
二
ツ
塚
・
谷
戸

沢
処
分
場
（
日
の
出
町
）
②　

日　
１９

（木）

…
柳
泉
園
組
合
（
東
久
留
米
市
）
、

二
ツ
塚
・
谷
戸
沢
処
分
場
（
日
の
出

町
）
■費
 
　

円
■申
 

７
月　

日　
（
必
着
）

５００

２２

（木）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
詳
細
は
東

京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
■問
 

東
京
た
ま
広
域

資
源
循
環
組
合
見
学
係
（
�　

・　
０４２

３８５

・
５
９
４
７
）
、
市
ご
み
ゼ
ロ
推
進

課
（
�　

・
０
４
４
４
）

５８１

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
中
に
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

２１

ソ
ン
窓
口
で
は
、
相
談
・
苦
情
を　
３１

件
受
け
付
け
ま
し
た
。
こ
の
中
で
申

し
立
て
は
２
件
で
し
た
。
な
お
、
前

年
度
末
に
申
し
立
て
と
し
て
受
け
付

け
た
１
件
を
加
え
て
今
年
度
は
３
件

の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ら
の
相
談
が
３
件
あ
り
ま
し
た
。
苦

情
の
内
訳
は
、
障
害
者
、生
活
保
護
、

児
童
福
祉
、
そ
の
他
の
順
で
多
く
、

制
度
上
の
問
題
、
職
員
の
接
遇
、
サ

ー
ビ
ス
の
量
や
質
に
つ
い
て
の
苦
情

で
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
相
談
者
の
意

向
に
よ
り
担
当
課
へ
つ
な
ぎ
、
よ
り

良
い
対
応
を
要
望
し
ま
し
た
。
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市
長
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、

保
健
福
祉
の
専
門
知
識
の
あ
る
方
を

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
に
委
嘱
し

ま
す
。福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
は
、

公
正
・
中
立
な
立
場
で
市
民
の
権
利

や
利
益
を
守
る
人
と
し
て
、
公
正
か

つ
適
正
に
調
査
・
判
断
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
野
澤
紀
雅
氏
と
平
澤
千

鶴
子
氏
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
相
談
・
苦
情
の
申
し
立
て
が
出
来

ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
も
の
は

申
し
立
て
出
来
ま
せ
ん
。

　

①
事
実
の
あ
っ
た
日
か
ら
２
年
を

経
過
し
た
も
の
②
判
決
・
裁
決
な
ど

に
よ
り
確
定
し
た
事
項
③
判
決
・
裁

決
な
ど
を
求
め
係
争
中
の
事
項
④
福

祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
に
よ
る
苦
情

の
処
理
が
終
了
し
て
い
る
事
項
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調
査
の
結
果
、
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ

ー
ソ
ン
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

実
施
機
関
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
決

定
や
内
容
を
是
正
す
る
よ
う
勧
告
、

ま
た
、
制
度
を
改
善
す
る
よ
う
提
言

し
ま
す
。

　

是
正
勧
告
を
受
け
た
機
関
は
、　
６０

日
以
内
に
必
要
な
是
正
な
ど
を
福
祉

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
に
報
告
し
ま
す
。

�
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�
�
�
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月
４
回
、
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
が
、
市
役
所
２
階
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
室
で
相
談
に
応
じ
ま
す

（
事
前
予
約
）
。

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
や
高
齢
者
の

方
に
も
、
申
し
立
て
が
し
や
す
い
よ

う
に
、
家
族
や
代
理
人
に
よ
る
申
し

立
て
や
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
点
字
な
ど
に
よ

る
申
し
立
て
も
出
来
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
立
て
は
、
匿
名
で
も

出
来
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

日
程
は
、
毎
月
広
報
ひ
の
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
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報
告
書
は
、
市
役
所
２
階
福
祉
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
室
、
市
政
図
書
室

及
び
市
内
の
各
図
書
館
で
閲
覧
出
来

ま
す
。

●苦情申立受付状況

件数件名

２苦情申し立て

７制度についての
問い合わせ

１７その他の相談

５他の制度を紹介

３１計

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
��
�
	

�
�
�
�
�
��
�
	��

�
�
�

�
�
�

����

　

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
は
、
保
健
福
祉
に
関
す
る
市
民
か
ら
の
苦
情
を
第

三
者
の
立
場
で
調
査
し
、
市
な
ど
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
改
善
を
申
し
入

れ
る
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
〜
平

２１

成　

年
３
月　

日
の
活
動
報
告
と
制
度
の
紹
介
を
し
ま
す
。
■問
 

福
祉
政
策
課

２２

３１

　

申
し
立
て
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
」
退
去
に
伴
う

原
状
回
復
な
ど
の
措
置
に
つ
い
て

②
日
野
市
精
神
障
害
者
デ
イ
ケ
ア
事

業
に
お
け
る
利
用
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て

③
遠
隔
地
で
里
帰
り
出
産
を
す
る
場

合
の
保
育
園
休
園
期
間
の
延
長
に
つ

い
て

　

①
に
つ
い
て
は
、勧
告
が
行
わ
れ
、

②
③
は
苦
情
申
し
立
て
の
趣
旨
に
一

部
沿
っ
た
も
の
と
し
た
調
査
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

申
し
立
て
に
至
ら
な
か
っ
た
苦
情

・
相
談
は
、
苦
情
が　

件
、
問
い
合

２０

わ
せ
・
相
談
が
６
件
、
実
施
機
関
か

▼

野澤紀雅氏
（中央大学
　大学院教授）

平澤千鶴子氏 ▼

（弁護士）　
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市
や
市
が
財
政
・
人
的
支
援
を
行

っ
て
い
る
団
体
（
実
施
機
関
）
か
ら

受
け
た
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

�
�
�
�
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明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
３
月
の

こ
と
、
七
小
区
の
戸
長
・
副
戸
長
は

連
名
で
三
沢
村
（
三
沢
）
の
農
家
の

嫁
マ
キ
が
孝
女
で
あ
る
と
神
奈
川
県

令
に
届
け
た
。
そ
れ
を
受
け
た
県
令

は
内
務
卿
へ
上
申
し
、
内
務
卿
か
ら

は
マ
キ
に
賞
与
と
し
て
金
一
円
が
授

与
さ
れ
た
。
明
治
の
時
代
、
国
や
県

は
「
忠
孝
節
義
」
を
設
け
忠
孝
を
す

す
め
節
操
を
守
り
、
正
道
の
実
行
者

を
表
彰
し
た
。

　

孝
女
マ
キ
は
、
明
治
３
年
に
押
立

村
（
府
中
市
）
か
ら
三
沢
村
の
守
屋

森
蔵
の
も
と
に
嫁
い
だ
。
守
屋
家
は

夫
、
母
、
弟
な
ど
５
人
暮
ら
し
の
農

家
で
あ
っ
た
。
マ
キ
は
昼
は
夫
と
と

も
に
田
畑
を
耕
し
、
夜
は
姑
の
傍
ら

で
針
仕
事
を
し
な
が
ら
姑
を
な
ぐ
さ

め
、
家
内
一
同
む
つ
ま
じ
く
過
ご
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
８
年
２
月
に

姑
が
発
病
し
、
日
ご
と
に
病
は
重
く

な
り
薬
や
食
事
に
気
を
配
っ
て
看
護

し
て
い
た
が
、
５
月
頃
か
ら
床
に
つ

き
き
り
と
な
り
、
か
ら
だ
も
自
由
が

き
か
な
く
な
っ
た
。そ
こ
で
マ
キ
は
、

姑
の
昼
夜
の
排
便
に
は
寒
暑
を
い
と

わ
ず
心
を
配
り
、
数
カ
月
に
わ
た
っ

て
手
当
を
行
っ
て
い
た
。

　

こ
の
様
子
を
見
て
い
た
近
所
の
人

た
ち
は
感
動
し
て
村
役
人
に
報
告
し

た
。
医
者
の
土
方 
円 
も
診
療
に
行
っ

ま
ど
か

て
こ
れ
を
見
受
け
、
嫁
の
マ
キ
が
姑

を
実
母
の
よ
う
に
愛
情
を
も
っ
て
扱

い
、
こ
の
よ
う
な
孝
心
至
誠
の
行
動

は
感
嘆
す
べ
き
も
の
と
し
て
申
し
出

て
い
る
。
戸
長
も
そ
の
申
出
を
調
べ

た
と
こ
ろ
相
違
な
く
、
奇
特
な
女
子

で
あ
る
こ
と
か
ら
賞
詞
を
い
た
だ
け

れ
ば
地
域
の
子
弟
に
も
奨
励
に
な
る

も
の
と
上
申
し
た
。

　

明
治
の
女
性
史
と
い
う
と
自
由
民

権
運
動
で
活
躍
し
た
景
山
英
子
や
歌

人
の
与
謝
野
晶
子
、
社
会
運
動
家
の

平
塚
ら
い
て
う
等
が
歴
史
に
登
場
し
、

そ
の
活
動
は
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
彼
女
た
ち
は
知
識
階
級
出

身
で
早
く
か
ら
教
育
を
受
け
て
い
た
。

明
治
は
じ
め
、
日
本
の
多
く
の
女
性

は
教
育
も
満
足
に
受
け
る
こ
と
も
な

く
、
毎
日
男
性
と
お
な
じ
よ
う
に
田

畑
の
仕
事
に
励
み
、
そ
の
う
え
家
事

の
仕
事
は
す
べ
て
女
性
の
肩
に
か
か

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
女
性
の
負
担

が
い
か
に
大
き
な
も
の
か
が
分
か
る
。

そ
れ
に
加
え
て
マ
キ
は
姑
の
世
話
と

い
う
仕
事
を
見
事
に
成
し
と
げ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
キ
の

暖
か
な
行
動
が
三
沢
村
の
人
々
の
目

に
留
ま
り
受
賞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

マ
キ
が
取
り
組
ん
で
い
た
老
人
問

題
は
現
在
で
も
古
く
て
新
し
い
問
題

で
あ
る
が
、
マ
キ
の
ご
と
き
女
性
が

底
辺
で
強
く
支
え
て
い
た
の
が
明
治

の
社
会
で
あ
っ
た
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理

編
集
委
員
会
委
員　

沼
謙
吉
）
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７
月　

日　

は
清
掃
、
点
検
の
た

２６

（月）

め
全
館
休
館
し
ま
す
。

■問
 

平
山
図
書
館（
�　

・
７
７
７
２
）

５９１
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「
た
た
か
れ
て
音
の
ひ
び
き
し
薺
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９
月　

日　

ま
で
に
所
定
の
申
込
書

２７

（月）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
郵
送
■問
 

多
摩

・
武
蔵
野
検
定
事
務
局
（
大
田
�　
５９１

・
８
５
４
２
）、市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

ガ
キ
で
（
１
枚
に
２
句
ま
で
）
。
Ａ

か
Ｂ
、
作
品
、
住
所
、
氏
名
、年
齢
、

学
校
名
、
学
年
、電
話
番
号
を
記
入
。

入
選
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰

属
■問
 

〒　

－

０
０
１
６
神
明
４
の　

１９１

１６

の
１
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館

（
�　

・
５
１
０
０
）

５８３
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■日
 

活
動
期
間
…
７
月
〜
平
成　

年
３

２３

月
■内
 

本
の
展
示
な
ど
の
企
画
�
■対
 

市

内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
高
校
生
、

大
学
生
及
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